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              令和６年２月 発行 

  鎌倉市明るい選挙推進協議会広報専門部 

≪令和５年度号≫              TEL（６１）３８７４ 

 鎌倉に住み始めてから五十数年が経ちました。

そろそろ終活に入らなければと思いながら、 

今までを少し振り返ってみました。鎌倉は気候

風土の穏やかな土地柄ですね。全国各地では、

台風等の大雨や線状降水帯による洪水で、川の

氾濫、山や崖くずれの被害の報道を見聞きする

と、幸いにも私の住んでいる辺りは被害もなく、

冬もあまり雪も降らず日々の生活は穏やかに 

過ごすことができています。 

 若い頃は新聞、テレビ等で四季折々の各所、 

見所の報道を見ると行きたいなとか、行ってみようとか、遠くばかりを

見ていました。近頃年を取って我が身のあちこちが痛い所ばかりで、 

思うように外出ができなくなり近場の散策をするようになりました。 

大仏ハイキングコース、フラワーセンター、人気のカワセミがいる柏尾

川辺りなど（柏尾川は、以前大雨が降ると自宅が床下浸水して大変な  

思いをしたものです）。 

 最近は運動もかねてフラワーセンターによく出かけます。歩いている

と四季の移ろい、普段見落としている草花の小さな発見、地元の良さ、

時間をかけて見ていると鎌倉の良さが感じられます。 

 明選に参加させていただいて十数年が経ちました。少しはしくみも 

わかり微力ながらお手伝いもできるようになりました。鎌倉の土地に  

（フラワーセンター正面玄関） 
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感謝しつつ期日前の立会日には迷惑をかけぬようしっかり努めようと  

思います。 

   

＜鎌倉支部＞ 

 鎌倉支部は山と海に囲まれているとても素敵な

地区です。 

コロナ５類移行以後インバウンドを含め観光客

の増加が顕著に感じ取れます。私自身以前東京 

在住であったため、交通の利便性も含めとても 

魅力的で何度も足を運んでおりました。しかし、

こちらで暮らすようになってからは、オーバーツーリズムによる弊害を

身をもって感じております。例えば、長谷駅周辺ではコンビニエンス   

ストアへ行くのも結構大変です。信号付近では人が溢れ、信号無視や  

車道歩行等マナー違反されている方が多数みかけられます。 

江ノ電利用者に際しても高齢化により多くの方々が通院での利用を 

されておりますが、観光客がホームに溢れ、時間によっては遅延又は 

乗車が出来ず困ったこともあります。私達支部員も支部会参加時には 

１～２本早い電車に乗るようにしております。 

 このようなことから、他の都市でも問題視されている市民の日常生活

と観光産業との共存について真剣に取り組んでいかなければならないと

思っております。 

鎌倉支部は部員が少ないですが、常々知人への声かけなど、増員の 

努力はしております。若い世代の方々はフルタイムでのお仕事をされて

いる方が多く、中々入会していただけないのが現状です。やはり部員も

高齢化してしまうのも仕方がないのかと感じるこの頃です。 
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＜腰越支部＞ 

私共の支部 11 名は記録的な猛暑を乗り越え、月々の例会や選挙の立会

人等の活動をしてまいりました。 

コロナの５類移行にともない久しぶりに実施された見学会では、温泉

地学研究所に行きました。火山噴火や地震といった自然の脅威と温泉  

という癒しの場の関わりについて分かり易い説明をしていただきました。

後半は花菜ガーデンで秋薔薇をはじめとする花々を愛でてまいりました。 

思えば昭和 20 年の敗戦から 78 年余り、日本は平和な社会を築き維持

してまいりました。しかし、海外に目を向けます

と、ロシアのウクライナ侵攻、イスラエルのパレ

スチナ空爆等争いは絶えません。悲惨な映像を 

見るにつけ、戦争を体験した両親の「戦争をして

はいけない」という言葉をかみしめております。 

こ うした 意 思 を表すチ ャ ンスが選挙です 。 

ところが、選挙の投票率は低い傾向が続いており

ます。「ボーターズ」75 号によると、政治や選挙

の情報入手元として若者の半数以上がインターネット 

となっています。こうした若年層に投票をうながす工夫が必要だと思い

ます。また、高齢者や障害者の投票を手助けする方法も今まで以上に 

必要になります。知恵を出しあって対策を考えてまいりましょう。 

  

＜深沢支部＞ 

今年の出来事として、４月９日に統一地方選挙が執行されました。 

神奈川県知事選挙の投票率は 40.35％、また鎌倉市の投票率は 32.04％  

という結果になりました。 

気候について言えば、夏日が３月 24 日から 11 月７日まで、これも 

気候変動の現れなのでしょうか。 

また、ロシアとウクライナの不穏な情勢の中、突如としてイスラエル

とハマスの世界を震撼させる戦いが始まってしまいました。 

（寒牡丹）  
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今年５月には新型コロナ感染症の分類が５類に移行された一方で、 

インフルエンザやアデノウィルス（プール熱）といった感染症が猛威を

振るっています。 

このように１年を振り返ってみると、様々な出来事が世界中でまた 

身の回りで起きていることを実感します。 

私たちは、気候変動や世界情勢、感染症と向き合いながらも、明るい

未来を目指していかなければなりません。その為にも、私たちの代表を

決める選挙で一票を投じて頂きたいと思います。 

私たち深沢支部は、支部の発展を願い、令和５年１月から毎月情報 

交換後、以前に制定された深沢支部規約を見直しました。みんなで真剣

に考え意見を出し合い、多くの方の意見を聞く事ができました。特に   

新しく加入してくださる方が少ない中、加入時の推薦から申請や承認  

されるまでの一連の流れをスムーズにして、早く会員として活動できる

ようにしたいというのがみんなの意見でした。これからも風通しのよい

深沢支部になるために話し合いを積極的に行っていきたいと思います。 

また、今後入会してくださる方が増える事を願っています。  

 

＜大船支部＞           

2011 年（平成 23 年）３月 11 日、東日本大震災が発生しました。甚大

な災害の影響が出て世上が混乱している中、鎌倉市では４月 10 日の統一

地方選挙の期日前投票が３月 25 日から行われました。初日は市内で   

市役所第三分庁舎講堂が唯一の期日前投票所で、立会人は大船支部が 

担当しました。 

当日は曇天で非常に寒い朝でした。市役所に着くと計画停電のため、

役所全体が薄暗い状況でした。期日前投票所は蛍光灯が二ヶ所位しか 

点燈しておらず広いスペースに小型電気ストーブ一台、期日前投票所  

として準備は出来ていましたが、非常時のためレイアウトは完全でなく、

オーバーコートを着込んだ投票管理者、事務従事者全員がセッティング

の手伝いをしました。 
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期日前投票所は薄暗く陰気な会場でしたが、係員は所定の席に着き 

通常時どおり投票受付を開始しました。開始して

から一時間位経過しても選挙人が一人も投票所に

来所せず、その後ようやく選挙人が一人来所し、

やっと投票箱を開けられました。それ以後、係員

は席で選挙人の来所を待つだけで、寒さで震えて

いました。投票管理者は懸命に各部署に電話し、

何とか 11 時過ぎになり大型電気暖房扇風機一台

を取り寄せました。昼頃になり、追加で電気暖房

機（ヒーター）も入り交代で暖を取りました。 

昼夜の食事は第三分庁舎の隣にある火の気のな

い部屋で、冷蔵庫に入っていた様な弁当を交代で食べました。 

午後１時過ぎ選挙人一名が来所しましたが、結局午後８時迄の投票者

は二名でした。 

係員は寒さと投票受付作業もない中、ひょうきんな投票管理者の時折

ユーモアを交えた世間話でその場を和ませてくれました。 

今でも思い出すと、非常に厳しい一日でした。今後二度とこの様な 

期日前投票の日が来ないことを祈ります。 

 

＜玉縄支部＞ 

 10 月 26 日に小田原の入生田にある神奈川県温泉地学研究所を見学 

しました。この研究所では、調査や研究を通じて箱根火山や県西部地震

の活動に対する防災へ貢献し、温泉地下水の環境資源の長期的保全を  

行っています。 

 温 泉 と は 、 地 中 か ら 湧 出 す る 温 水 、 鉱 水 及 び 水 蒸 気 そ の 他 の ガ ス 

（炭化水素を主成分とする天然ガスを除く）で、温度が 25℃以上かつ  

総硫黄、総鉄イオン、遊離二酸化炭素など 19 種類の物質のうち少なく 

とも１つを一定量以上含むものとされています。含まれている成分が  

違 う た め 、 に お い や 色 、 適 性 な ど に 違 い が あ り 、 卵 が 腐 っ た よ う な    

（ひいらぎの実） 
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においが特徴的な硫黄系は身体的疲労を取り除くのに効果的と言われて

います。温泉にはその泉質や効能が記された温泉分析書が掲示されて  

いますので、それを確認してお湯を楽しまれるのもお勧めです。 

 神奈川県は地球の表面を構成するプレートの内、北米、フィリピン 

及 び 太 平 洋 の ３ つ が 重 な り 衝 突 し て い る 所 に 位 置 し て お り 、 こ の    

プレート活動により地震、火山活動が引き起こされる一方、温泉の恵み

も受けています。神奈川県には 604 か所の源泉があり、その中で箱根は

347 か所、湯河原には 110 か所と多くの温泉が集まっています。  

そ の 後 、 花 菜 ガ ー デ ン へ 移 動 し 、 昼 食 後 に 美 し い 花 々 を 鑑 賞 し 、    

有意義な一日となりました。 

 

 

 

 

日  時 令和５年５月12日（金） 午前10時30分から 

場  所 深沢学習センター 第６集会室（旧ホール） 

出 席 者 明るい選挙推進協議会会員33名参加 他に16名委任状提出 

    （以上、現在の会員数50名の過半数出席により総会成立） 

司  会 総務専門部 由井 勲 氏  

 

会長挨拶 石渡敏明会長から 

     協議会活動への日頃からの協力、及び総会出席者へのお礼の

言葉があった。また、４月９日に投開票が行われた統一地方

選挙について、県議会議員選挙が無投票となったこと等に  

より、投票率が低迷するという残念な結果とはなったものの、

会員の皆様には、啓発や立会などにご尽力いただいたとして、

重ねてお礼の言葉があった。 

来賓挨拶 鎌倉市選挙管理委員会 門河通憲委員長から 
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鎌倉市明るい選挙推進協議会の日頃行っている様々な啓発 

活動について感謝の言葉があった。又、４月の統一地方選挙

についても、啓発活動や期日前投票の立会に尽力いただいた

として、重ねて感謝の意が表された。なお、門河委員長には、

総会終了まで出席いただいた。 

議長選出 腰越支部の内藤美代子氏が選任され、議事進行を行った。 

議  事 

・議案第１号 令和４年度 事業報告 

・議案第２号 令和４年度 決算報告 

              議案第１号、第２号については相互に関係することから、

事務局の木村職員から一括して詳細な説明報告があった。 

・監 査 報 告 会計監査の松木ミナミ氏から、４月 25日に会計監査を  

行った結果、事業・決算とも適正に行われていた旨報告

された後、議長が賛否について諮ったところ、両議案と

も全員一致で承認された。 

・議案第３号 令和５年度 事業計画（案） 

・議案第４号 令和５年度 予算（案） 

      議案第３号及び議案第４号については、相互に関係する

ことから、事務局の木村職員から一括して詳細な説明が

あった後、議長が賛否について諮ったところ、両議案  

とも全員一致で承認された。 

 

・議長解任  以上で議事が全て終了したので、内藤美代子氏が議長を

辞した。 

・新会員紹介 各支部長から新会員の紹介が行われた。 

       大船支部：水上 弘子 氏 

       玉縄支部：矢澤 昌之 氏 

・閉会挨拶  司会の由井勲氏から閉会の挨拶があり、散会した。 
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日 時  令和５年 11 月 22 日（水）午後２時から 

場 所  深沢学習センター３階 第６集会室（旧ホール） 

テーマ  鎌倉市のごみ処理の現状と課題 

     講師：鎌倉市環境部ごみ減量対策課 課長補佐 太田新氏 

               課長補佐 実方康一氏 

出席者  明選会員：35 名 

 一般市民：２名 

他市自治体：３名 

     市選挙管理委員会事務局：１名 

        

 令和５年 11 月 22 日（水）深沢学習センター３階第６集会室において

「市政を知る会」が開催されました。 

 今年度も昨年度同 様年１回の開催とし、明選会員 35 名、一般市民 

２名、他市職員３名が参加しました。 

 今回は、「鎌倉市のごみ処理の現状と課題」をテーマに、鎌倉市環境部

ごみ減量対策課課長補佐の太田新氏と実方康一氏から講演をいただき 

ました。 

 講演に先立ち、石渡会長から本会を通じて行政について現状を把握し、

主権者としての意識を高める機会にしたいとの挨拶がありました。 

 

〈ごみ処理の現状〉 

ごみ総排出量と焼却量の推移

データをもとに、ごみ減量成果を

確認し、市のごみ処理施設の現状

と今後に関する説明を受けまし

た。 

令和５年度市政を知る会 
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また、さらなる減量に向けて「ごみの資源化」やフードドライブを 

含む食品ロス削減協力への取り組みや、資源化したごみの有効活用を 

実践及び推進についても併せてご講義をいただきました。 

 

〈戸別ごみ収集の検討〉 

市民の高齢化や生活スタイルの変化に応じた持続可能な収集体制を 

構築するために実施について検討しており、それは取集品目、エリア、

事業者等については過去のモデル地域での結果等を参考に精査、検討  

しているとのことでした。 

今 後 に つ い て は 、 市 民 の 理 解 、 経 費 の 圧 縮 な ど を 踏 ま え 、 体 制 を    

整える方針であるとの説明がありました。 

 

 講演終了後、活発な質疑応答が行われ、午後３時 30分に閉会しました。 

ごみ問題は大変身近な事であり、「ごみ」に対する市民と観光客ひとり  

ひとりの適切な心がけと行政の的確な政策が不可欠と感じました。 
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施設見学（研究専門部） 
 

 

 

日 時  令和５年 10 月 26 日(木)  

午前８時 50 分から 

場 所  ①神奈川県温泉地学研究所 

     ②神奈川県平塚花菜ガーデン 

出席者  明選会員：26 名 

     市選挙管理委員会事務局：１名 

内 容  温泉について 

 

久しぶりに会員の皆様に参加いただいて行政施設見学を実施すること

が出来ました。テーマを温泉と設定し、小田原市入生田にある県立温泉

地学研究所を訪れました。総勢 27 名でちょっと古めかしい建物の中で 

早速一時間超の講義の開始です。普段私たちが何気なく浸っている温泉

ですが、温泉研究専門家による温泉に関する知的興味を引き付ける講演

でした。湯温度 25℃以下が鉱泉、それ以上が温泉と法的に定義されて 

いることの説明から始まり、湯に含まれている無機塩類の含量の違いに

よって普通の温泉と療養泉に分類されているなどミリグラム単位（ｍｇ）

での説明があり、我々の普段の生活重量単位とは異なる世界があること

を知らされました。分類上、箱根や湯河原の温泉はすべて火山性温泉で

あるが、都会や平地で深部まで掘り下げてくみ上げる非火山性温泉が  

あることも教えてくれました。時々黒い湯の温泉がありますが、その   

成分は太古の植物が腐敗や分解したもので、化学構造は不明だがフミン

と呼ばれているとのことでした。 

 久しぶりに身近にある現象についてサイエンス面から学ぶことが出来

て楽しく充実した１日になりました。 

 午後は平塚花菜ガーデンで昼食を摂り、園内を自由散策しのんびり 

し た 気 分 で 帰 路 に つ き ま し た 。 根 か ら 花 軸 の て っ ぺ ん ま で 真 っ 赤 な 

ケイトウに特に目を引かれました。  

（平塚花菜ガーデン）  
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《 運営委員会 》   各支部及び専門部の活動状況の報告ほか 

  ４月18日、５月９日、６月13日、７月11日、９月12日、10月 10日、 

  11月 14日、12月12日、２月13日、３月12日 

《  総務専門部会 》  総会、市政を知る会ほか 

５月12日、11月22日 

《  広報専門部会 》  「白ばら」５年度号作成（原稿の校正、発行） 

１月31日、２月７日、２月14日、２月28日 

《  研究専門部会 》  事業打合せ（事業計画、施設見学ほか） 

７月25日、10月26日 

《  支 部 活 動 》      話し合い活動ほか 

〈 鎌 倉 支 部 〉 

４月20日、５月18日、６月15日、７月20日、９月14日、10月19日、 

11月16日、12月14日、２月15日、３月14日 

〈 腰 越 支 部 〉 

４月19日、５月17日、６月21日、７月19日、９月20日、10月18日、 

11月15日、12月20日、２月21日、３月20日 

〈 深 沢 支 部 〉 

４月17日、５月15日、６月19日、７月17日、９月18日、10月16日、 

11月20日、12月18日、２月19日、３月18日 

〈 大 船 支 部 〉 

４月20日、５月18日、６月15日、７月20日、９月14日、10月12日、 

11月16日、12月14日、２月15日、３月14日 

〈 玉 縄 支 部 〉 

４月21日、５月19日、６月16日、７月21日、９月15日、10月20日、 

11月17日、12月15日、２月16日、３月15日 
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明るい選挙の推進に長年寄与し、多大の成果をあげたとして、神奈川

県選挙管理委員会から表彰を受けました。

 

 

 

 

 

 

鎌倉市明るい選挙推進協議会では、一緒に活動してくださる会員を 

 大募集しています。選挙や政治にご興味のある方、投票率の向上に 

向けて奮起してくださる方。ぜひご一報ください。楽しいですよ。  

 

 

 

 

    能登地震の災害に遭われた方にお見舞い申し上げます。 

  私達もいつこのような災害に遭うかわかりません。改めて 

防災への備えの大切さを確認しました。これからの日々を 

大切にしたいと思います。 

大 船 支 部 植 草 美枝子 

大 船 支 部 大 沼  潔 

深 沢 支 部 川 角  節 子 

玉 縄 支 部 明 石  豊 美 

敬 称 略  

敬 称 略  


